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中尾克代（なかお かつよ）

株式会社ＤＸ経営研究所 代表取締役

ITコーディネータ（経済産業省推進資格）

熊本県庁、電子機器メーカー品質保証部を経て2010年個人事業主として独立

慶應義塾大学大学院 システムデザイン・マネジメント研究科 修了

シリアスゲーム優秀賞受賞

中小企業庁 経営革新等認定事業者（108013001612）

日本政策金融公庫 課題解決サポート事業受託

ISO品質、環境、ISMS、ISO食品安全、情報セキュリティ監査人補、JＧＡＰ審査員補

農水省：エグゼクティブプランナー（中央サポートセンター）４年目

農水省：LFPコーディネータ：新潟、栃木、福井、富山

令和3年度 ITコーディネータ協会表彰 最優秀賞及び優秀賞W受賞（㈱ヒサノ、セイブ管工土木㈱）

令和4年度 ITコーディネータ協会表彰 最優秀賞及び優秀賞W受賞（㈱みらい蔵、㈱NISSYO）

経済産業省 DX認定 支援22社認定済 (累計34社支援）

経済産業省 支援機関を通じた中堅・中小企業等のDX支援の在り方に関する検討会委員

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）デジタル人財育成WG委員
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進み始めたデジタル
進まないトランスフォーム
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DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは？

出典）経済産業省 DX認定制度概要
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デジタルよりもトランスフォームに力点を

「デジタル・トランスフォーメーション」は、デジタル化よりも後ろの

「トランスフォーム」に力点をおくことが重要。

トランスフォームという語感を一番よく表しているのは、さなぎが蝶に

変容するということです。自社の将来ビジョンを見据えて、自社をどう

変容させていくか、顧客にどんな価値を提供するかをしっかりデザイン

することが大事です。

■さなぎと蝶
はDNAは同じ、
しかし姿・形、
そして機能
（飛べる）ま
で違う
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進み始めたデジタル（D）、進まないトランスフォーム（X）

X＝トランスフォーメーションとは、その組織
の文化が変わることであり、
ビジネスの在り方を含めた経営の問題である。
デジタルはその経営変革の重要なリソースで
しかない。

出典）IPA DX白書2023
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日本のDXの取り組み状況（米国比較：2022年69.3％）
2021年度調査の55.8%から2022年度調査は69.3%に増加、
2022年度調査の米国の77.9%に近づいており、この1年でDXに取組む企業の割合は増加

出典）IPA DX白書2023
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Dの
効果
8割

Xの
効果
２割

D（デジタル）によって成果がでたと答えた企業は８割で米国に追い付
いてきた。一方、Ｘ（トランスフォーム）の成果は２割と低い。

出典）IPA DX白書2023
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アメリカのDXの現状

アメリカにおいても、DX の実現は容易ではない。

米経営コンサルティング大手McKinsey &Company 社の調査によると、

DXに取り組んでいる企業で実際に成果を上げられているのは、全体の

30％未満にすぎないとの結果が明らかになっている。

石油・ガス、自動車、インフラ、製薬といった従来の業界分野の企業に

おいては、DX の成功率は4～11％にすぎず、ハイテク、メディア、テレ

コム等のデジタルテクノロジーの活用が進んでいる業界企業でさえも、

DXに成功している企業の割合は全体の26％と言われている。

出典）アメリカにおけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の現状
JETRO/IPA New York

企業（機関）が変化し続けるビジネス／市場要件を満たすために、
デジタル技術を用いて、（既存の）ビジネスプロセス、文化、顧客体
験を新たに創造（新たな手法を用いて改善）する
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トランスフォーム（X）を進めるには？

デジタル化技術やツール、深層学習・強化学習を筆頭に加速的に進化し続けるAI、
データサイエンス、IoT、クラウド、アジャイル、デザイン思考、プロダクトマネ
ジメントなどの新しい動きにチャレンジすることは大事です。

「デジタル」はトランスフォームの手段（リソース）なので

まずは経営者が、自社は今、「誰のため何のためにビジネス
をしているのか」を明確にし、激しく変化する時代環境の中
でそれをどう変容させていく必要があるのかの「ビジョン」
と覚悟を示し、ビジョン達成のためどんなデジタル技術をど
う活かしていくかの「戦略」を考えるという思考のプロセス
を辿ることが求められます。

パーパス ビジョン 戦略
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自社変革ストーリーマップで未来を描く

過去 現在 未来
ビジョン

①私たちはどこから
来たのか？

③だから、私たちは
何を始めるのか？

動
機

あなたの組織は
どんな動機から
始まりました
か？

価
値
観

あなたの組織がこ
だわったことは？
逆に、絶対にやっ
てこなかったこと
は何ですか？

強
み

あなたの組織持
つ強みやリソー
スは何ですか？

文
化

あなたの組織で
称賛される「ら
しい行動」はど
んなものです
か？

存
在
意
義

あなたの組織は
何のために存在
していますか？

事
業
価
値

あなたの組織の
未来はだれにど
んな価値を生ん
でいますか？

時
代

未
来
の
景
色

未来はどんな時
代になっていま
すか？

あなたの組織は将
来どんな景色を見
ていたいですか？
それはどんな世界
ですか？

利
害
関
係
者

あなたの組織の
関係者はどんな
組織ですか？

②私たちはどこへ
向かうのか？
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ビジョンアプローチとDX認定
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経営ビジョン

ありたい姿と現状
のギャップ

＝変革すべき課題
・製品・サービス
・業務プロセス

14

現在の仕事の
進め方

お客様は誰なのか？提供する価値は何か？（ビジネス環境の劇的変化への対応）

そのために、自社はどう変革すべきなのか？→デジタル技術を活用して変革！

DXは、経営ビジョンを描くことからはじまる！



ビジョンを確立したら、「現在の仕事の進め方の延長線でビジョンが達成できる
だろうか」を考えてみましょう。

ビジョン

現在の仕事の進め方

変革
すべき
課題

改めて、仕事の進め方が人によってバラバラなこと、紙ベースの仕事があまりに
も多いこと、もっと皆で分担し助け合える仕事の仕方があるように思えるこ
と・・・等々が見えてきて、変革すべき課題が数多くあることが分かるのではな
いでしょうか？

今の仕事の進め方の延長線上でビジョンが達成できますか？

ビジョンの実現
に向けて、どの
ように仕事の進
め方を変革して

いくか？

そこでデジタル
技術をどのよう
に活用するか？

DX戦略

それをデジタル技術の力を生かして解決するのがDX戦略です。
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注文 製造 出荷 請求 入金

注文書
（FAX)

在庫

このお金は
何？・・売掛金
の消込に多大な

労力

連携？

殆どの中小企業（製造業）の業務実態

中小企業
の7-8割
はFAX

仕事の始まりが「紙」なので、以降の業務プロセスも「紙」
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デジタル技術（IT)を経営の力にするためのステップ

Ⅰ. 担当ごと、あるいは部分的なIT導入
～「個別最適」のIT導入～

Ⅱ. 会社全体での仕事のやり方、進め方
（プロセス）の最適化にもとづいたIT活用

～「全体最適」のIT利活用～

Ⅲ-1. 顧客や取引先とのつながり
まで含めたプロセスの最適化

Ⅲ-2. ITの利活用による
顧客・市場開拓

Ⅳ. ビジネスモデル変革、
イノベーション

全体最適の
プロセス構築

顧客視点での
価値向上

個別最適

中小企業の大半は、「Ⅰ」の段階です。
「Ⅰ」では、ITを経営の力として活かしているとは言えません。
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Dの効果
・手作業が
デジタル化
・生産性向上
・効率化

Xの効果
・新製品
・サービス
・ビジネス
モデル変革



アメリカのIT業界の金言に“Don’t pave the cow path.”というのがあります。
意訳すると「牛の歩いたぐちゃぐちゃの路をそのまま舗装するな」ですが、
個別最適の「牛の路」システムを大量生産しても、却って膨大なムダを固定
化することになります。

Don’t pave the cow path!!

そのためには、現状の仕事のやり方、人の能力、設備、技術等を棚卸して
めざすべき「ビジョン」の達成に向けて変革し、最適な道を創る必要があり
ます。
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第Ⅰステップから第Ⅱステップに、乗り越えるべき大きな「壁」が

習慣の壁
組織の壁
心の壁

この壁を乗り越えることがで
きるのは、経営者が5年先、
10年先のビジョンを描き、そ
れに照らして、今のままでは
いけないと思った時だけ。

ⅠからⅡに上ろうとすると現れる3つの壁があります。「習慣の壁」、「組織の
壁」、そして何と言っても「心の壁」です。

Ⅰ. 担当ごと、あるいは部分的なIT導入
～「個別最適」のIT導入～

Ⅱ. 会社全体での仕事のやり方、進め方
（プロセス）の最適化にもとづいたIT活用

～「全体最適」のIT利活用～

担当者は、長年なじんできた仕事のやり方を変えることには抵抗があります。

それを変えることができるのは、経営者が「実現したい近未来＝ビジョン」を
しっかり描き、今のままではビジョンは実現できない、今の仕事のやり方を変革
する必要があると思った時だけです。
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最新のIT技術の発展段階

AIの位置づけは・・・？ 啓蒙の坂の手前でキャッチする！

イノベーション
の引き金

過剰期待の頂

幻滅のくぼ地

生産性の台地

啓蒙の坂

ITに関する世界的なシンクタンクであるガートナー社は「最新テクノロ
ジーのハイプ・サイクル」という考え方を提唱。

２～５年？

20出典）ガードナー ハイプサイクル
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ハイプ・サイクル（2023年） 生成AI（Chat GPT)は
過剰な期待の頂。

黎明期

過剰な
期待の頂

幻滅期

啓発期

安定期

啓発期の手前
で捕まえる

ハイプサイクルは、イノベーションが過度にもてはやされる期間を経て幻滅期を迎え、最終的には市場や分野
でその重要性や役割が理解され進化する共通のパターンを描いたものです。

Chat GPT
生成AIピークに



DXを進めていく上で、有効なDX認定制度
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出典）DX認定制度概要
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DX推進施策の体系化 出典：経済産業省 DX認定制度概要
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DX認定は、デジタルガバナンスコードを踏まえ

企業がデジタルによって

自らのビジネスを変革する準備ができ

ている状態（DX-Ready）を認定

（他の事業者との比較は行わない）
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DX認定事業者数

２０２4年２月現在

928件（個人事業主含む）

うち中小企業は

344件
鹿児島県

３件
928件

建設69

製造業214

情報サービス209

卸・小売109

金融100

不動産38

学術51

出典：IPA DX認定事業者一覧

運輸34
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出典）DX認定制度概要

26
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DX推進のキーポイント



中小企業白書２０２２年版 概要版
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中小企業白書２０２３年版 概要版
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デジタルガバナンス・コード実践の手引き２．０
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https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investme
nt/dx-chushoguidebook/contents.html

•デジタルガバナンス・コード2.0の改訂内

容を反映

•伴走支援のポイントを事例集に追加

•DXセレクション2022選定企業の事例集

と経営者メッセージを掲載

•株式会社ヒサノ様の事例 P14～16
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伴走型支援の役割は、経営者の対話の相手

• 数年後のあるべき姿「経営ビジョン」を明文化している経営者は少ない。

• そのため、経営者と対話をしながら経営ビジョンを創り出していく。

お互いの理解のギャップを壁打ちの相手となって埋める
出典）中小企業白書2022

外部支援者だか
らこそできる
支援がある！



© 2024 Dxmgtlab inc. 32

ヒサノのDXロードマップ

2019年
３月 07

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題

2020
年01

IT

経
営
セ
ミ
ナ
ー
参
加

オ
フ
ィ
ス
３
６
５
導
入

06

「
横
便
箋
シ
ス
テ
ム
基
本
計
画
書
」

09

も
の
づ
く
り
補
助
金
採
択

11
～

横
便
箋
シ
ス
テ
ム
開
発

コロナ

05

IT

戦
略
マ
ッ
プ
・
フ
ロ
ー

経営革新
計画

ものづくり
補助金

中尾
ITC

小柴
ITC

オンライン
ITベンダー

福
岡
倉
庫
着
工

09

事
業
再
構
築
補
助
金
採
択

2021年
08

「
横
便
箋
シ
ス
テ
ム
リ
リ
ー
ス
」

10

D
X

戦
略
マ
ッ
プ
・
申
請

事業再構築
補助金

11

D
X

認
定
／D

X

表
彰
（
最
優
秀
賞
）

2017年

業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
の
開
始

社長 専務

もやもや期

2022年
02

日
経
新
聞
掲
載
・
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

06

福
岡
倉
庫
（
福
岡
県
古
賀
市
）
完
成

2023年
11

D
X

認
定

更
新
（
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
）

ステップⅠ
部分的なIT

ステップⅡ
全体最適

外部
支援者

DX戦略
立案 ステップⅢ・Ⅳへ



熊本の運送業「株式会社ヒサノ」のDX事例

熊本の運送業ヒサノ。

1935年創業。鉄道小荷物の荷扱所としてスタート。

業務の主体を、ピアノ・医療機器・厨房機器・コピー機・空調機器などの
重量のある精密機器の輸配送にシフトしたことで業績向上。

2006年頃より、半導体・液晶製造装置の搬入から設置工事までをおこなう
「特殊輸送（工事物流）」を積極的に推進し、一般貨物自動車運送業では
トップクラスの利益率（10.5％）を実現。

重く、精密なものを、チームで運んで設置までおこなうビジネスモデル
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ステップⅠ
部分的なIT

きっかけ
それぞれの社員から

不満？疑問？

一人一人の
の思いを聞いていった

一人一人は
一生懸命だけど
どうすればいいの
かな？

事務部門
入力が

大変です！
ドライバー

配車は
どうなって
るんだ？

社長 専務

部門のIT化を推進したが・・・・

トラックメイト 給与応援 デジタコ
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10年後、どんな会社になっていたいですか？

10年先にどういう会社に
なりたいですか？

それでは、５年くらい先を見
て、このようなマトリクスで

考えてみましょう。
現状のサービスと市場を左上

に置きます。まず、①の発展、
つまり市場の拡大という観点

ではどうですか？

社長

専務

ITC

ITC

10年先ですか・・・
（そこまで考えていなかったな・・・）

既存ｻｰﾋﾞｽ 新ｻｰﾋﾞｽ

既
存
市
場

新
市
場

現状

①

①経営ビジョン
の策定

➁経営ビジョン
に照らした

経営課題認識
外部支援者（ITC）との対話
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社長

専務

現状は、熊本と福岡ですが、九州全域、
全国、やがては海外への展開も視野に入

れたいですね。

なるほど。それでは、横（➁）
の展開、サービスの拡大という

観点では如何ですか？
ITC

既存ｻｰﾋﾞｽ 新ｻｰﾋﾞｽ

既
存
市
場

新
市
場

現状

・九州全域
・全国
・海外

それは何といっても、倉庫業への展開で
すね。現在も搬送途中で一時保管する必
要があるとき、当社の一時保管場所で預
かるにはあまりにも高価な品物は、倉庫

業者の倉庫を借りています。

社長

専務

・倉庫業

実は今、福岡に新しい倉庫の候補地を物色中
で、倉庫を建てて、倉庫業の登録をしようか
と考えているんです。そうなったら（③）、

運送業と倉庫業を総合的におこなえる
「総合物流業者」を目指したいな・・・。

・総合
物流

②
③
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とても魅力的な経営ビジョンができた
と思いますが、それは今の仕事の延長

線上で実現できそうですか？

ITC

これがキラークエスチョンだった。そこから社長夫妻の
現在の仕事のしかたに対する問題意識が噴き出してきた。

そうすると、５年後の経営ビジョ
ンとしては、総合物流業者として、
少なくとも九州全域をカバーした

いということですね？ITC

社長

専務

Sそうですね。対話のなかで、こ
れまで何となく思い描いていた
ことが具体的な経営ビジョンに

なってきました。
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壁を乗り越える力は、ビジョンから現実を見ることで生まれる

ビジョン＝実現したい未来
ビジョンから現実を見ることで、現状の課題が見えてくる

壁を乗り越えるためには、未来（ビジョン）を創り出すことが大切

ビジョン

現在の仕事の進め方

変革すべき
課題



© 2024 Dxmgtlab inc. 39

ステップⅡ
全体最適 現状の業務フロー（ビフォーデジタル）

７部門、10名から業務フローをヒアリングし、可視化！
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ステップⅡ
全体最適 「横便箋システム」（アフターデジタル）
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ステップⅡ
全体最適 ITロードマップ（システム連携）

システム ベンダー 2020年 2021年 2022年

横便箋
システム

N社

タイガー
配車プロ

T社

タイガー
トラック
メイト

T社

給与計算
勤怠管理

A社

デジタコ K社

倉庫管理 F社

2020年9月開始 2021年８月稼働
横便箋システム 第１期

８月
稼動開始

横便箋システム 第２期
倉庫管理システム

連郎準備

配車プロ 横便箋システムとの連動
（マスタ管理）

トラックメイト 横便箋システムとの連動
（マスタ管理） トラックメイト

デジタコ
日報連動横便箋、倉庫管理とのデータ連携の検討

横便箋、倉庫管理とのデータ連携の検討
作業指示書（依頼書）の統一様式

作業依頼書
の入力

配車プロ
データ連携

横便箋
との

連動

給与サブシステム

エプソン給与応援R４（給与計算）
勤怠管理システム

給与計算システム第１期 給与計算システム第２期

デジタコ連動の
準備

エストラWEB
バックアップ

スイッチの運用、ルール決め
エストラWEBのバックアップ

顧客番号、マスタの統一

エストラWEBにて
デジタコを日報出力

ハンディキーボード検討

倉庫の場所、コンセプト、法対応、設計等

倉庫管理システム トラックメイトと横便箋システム連動

倉庫２月
稼動開始



「横便箋システム」は、経営者や従業員から何度も「本当にできるのか？」と言
われ、また、途中でベンダーを交替せざるを得ない等数々の困難もあったが、そ
れらを乗り越えて、2021年８月に無事稼働開始した。

これまで、古参の配車係の頭のなかと、「横便箋」という紙台帳、そして黒板に
書かれた配車表で進めてきた業務が一挙にデジタル化され、見える化された。

当初、従業員の間に戸惑いがなかったとは言えないが、今は部門ごとの配車状況
の違いなどがクリアに判ることにお互いが刺激を受け、それぞれが車やドライ
バーの稼働率を上げようと工夫するようになった。

2019年～2020年：「経営ビジョン」⇒「戦略立案」⇒「補助金採択」
2020年～2021年：「横便箋システム開発」⇒システム稼働⇒DX認定取得
2022年～現在 ：「新倉庫」開業、新ホームページ公開、DX認定更新

経営者もデジタル化の効果を改めて深く認識し、HPも専門のウェブ解析士のコ
ンサルを受けながら全面刷新することより、課題であった業容拡大に対応した
従業員の雇用も順調に進んでいる。また、専任のIT担当者も雇い始めた。
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ステップⅢ・Ⅳへ トランスフォームへ（新商品・新規顧客開拓）



これまでの取組をとりまとめ2021年11月DX認定取得
同年、ITコーディネータ協会20周年記念カンファレンスで、「ITコーディネー
タとパートナーシップよくDX推進に取り組んでいる事例」として最優秀賞の経
済産業省商務情報政策局長賞を授与された。

マスコミにも大きく取り上げられた。日経クロステック、熊本日日新聞、そし
て、取り分け2022年2月7日の日経本紙の次の記事は注目を集めた。
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ITコーディネータ協会表彰 授賞式
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山頂見上げ、まず一歩



4年前、ITベンダーの言うことは「ピーヒャラヒャラ」としか聞こえないと言
い、ITコーディネータとの打合せも5分で席を立っていた経営者が、今や毎日、
HPの閲覧データを見て分析するようになってきた。

これらの社会的な好反応を受けて、社長は改めてデジタル技術を経営の力とし
て活かすことの意義を噛みしめ、HP上のDX推進状況についての社長コメントも
頻繁にアップデートし始めている。また、倉庫業の免許も取得し、精密機器に
特化した倉庫（6,776坪、10億円の投資案件）を2022年6月に開業したが、大
手運送業者及び半導体メーカーとの密なデータ連携がおこなわれている。

＊株式会社ヒサノのHPから
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2023年11月、DX認定更新。
世界的な半導体メーカーのTSMCの熊本進出を機に、新しいビジョンを描き公表
「高度物流サービス」の提供へ。



《刷新されたHP 》
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以前のHPは、問合せが1度も来たことがなかったが、刷新HPでは問合せフォームよ
り案件が毎月舞い込む。「ウェブの力は想定以上」と久保社長。



• 株式会社ヒサノ
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既存商品・サービス

既
存
市
場

新
規
市
場

新規商品・サービス

九州全域
全国

中重量・精密
熊本・福岡

総合物流（輸送、設
置、保管）
×既存市場

高度物流サービス
×新連携

DX前 DX後

DX更新

成長マトリクス



ヒサノDXのポイント トップの関与・中長期視点・全体最適
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Dの効果
・手作業が
デジタル化
・生産性向上
・効率化

Xの効果
・新製品
・サービス
・ビジネス
モデル変革

Ⅰ. 担当ごと、あるいは部分的なIT導入
～「個別最適」のIT導入～

Ⅱ. 会社全体での仕事のやり方、進め方
（プロセス）の最適化にもとづいたIT活用

～「全体最適」のIT利活用～

Ⅲ-1. 顧客や取引先とのつながり
まで含めたプロセスの最適化

Ⅲ-2. ITの利活用による
顧客・市場開拓

Ⅳ. ビジネスモデル変革、
イノベーション

トップの関与：2019年からずっと中心的にデジタル化を推進（意識変革）
中長期視点 ：費用対効果でなく、デジタルは投資という考え方
全体最適 ：俯瞰的にデジタルによる変革を考慮、従業員のしあわせ

「ビジョン」から
逆算して全体最適
（2019～2022)

【DX認定】

ビジョン見直し
ビジネスモデル変革
体制・評価制度
（2023年～）
【DX認定更新】
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未来は創り出すもの！

ビジョンを見据えて今を変革する
DX経営に踏み出してください。

ご清聴ありがとうございました。

株式会社DX経営研究所 中尾 克代
katsuyo.nakao@dxmgtlab.co.jp                       
https://www.dxmgtlab.co.jp/


